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自己紹介

東京都での安全安心まちづくり人材育成

• 2010～2012年度 
子供見守りボランティアリーダー育成講座
（258名育成）

• 2013～2015年度 
子供見守りボランティアリーダー応用講座
（92名育成）

• 2014～2016年度
地域の危険箇所改善指導者講習会

– 板橋区･府中市／世田谷区･日野市／目黒区ほか

– 地域の危険箇所改善ガイドブック (2015年3月) 監修

• 2012年7月
安全安心まちづくり協議会総会にて講演
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いずれも東京都HPより
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都民生活に関する世論調査

都に力を入れてほしい施策
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体感治安は地域の犯罪情勢を映す
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Hino, K., Uesugi, M., & Asami, Y. (2018). Official crime rates and residents’ sense of security 
across neighborhoods in Tokyo, Japan. Urban affairs review, 54(1), 165-189.
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防犯まちづくりとは

ながら見守りのすすめ

住まいの防犯を考える
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防犯まちづくりとは

ながら見守りのすすめ

住まいの防犯を考える



Kimihiro Hino (UTokyo)

防犯まちづくりとは

犯罪・犯罪不安の起きにくい
環境・状況を作り出すことによる
犯罪予防を目的に、
住民、行政等が連携して行う
活動の総称

山海堂「実用 都市づくり用語辞典」
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犯罪企図者

居住者等
（目撃者）

被害対象者
被害対象物

主要な概念：自然監視性と領域性

自然監視性の確保

領域性の強化
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自然監視性の確保

• 道路や建物から通行
人や居住者の視線が
特定の空間に注がれ
ること

参考：「犯罪予防とまちづくり―理論と米英における実践 」（丸善）
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• 機械監視 (防犯カメラ等) や組織監視 (警備員等)は
あくまで補完措置
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自然監視性の確保

夜間の家あかりの確保

通りに面した部屋のあか
りや、玄関灯･門灯を一定
の時刻まで点灯

• 街路･防犯灯を補完し、まち
の照度を均斉化する役割

灯かりのいえなみ
協定（野田市）

昼 夜
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領域性の強化

• 物理的・心理的障壁による領域の明示

• コミュニティ活動の促進、帰属意識の醸成
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板橋区･けやきの公園
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領域性の強化

公園の環境悪化の流れ
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樋野公宏・小出治「住民による管理活動が公園の犯罪不安感に与える
影響」、2005年6月、日本建築学会計画系論文集 No. 592 

公園管理活動の中心である清掃・美化が
領域性の確保や破壊行為の抑止に繋がり、
利用時の安心感を生んでいる
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領域性の強化

割れ窓理論 (Broken Windows Theory)

• ささいな秩序の乱れであ
っても、放置されればよ
り深刻な犯罪、さらには
地域の荒廃につながる
– 駅前の放置自転車

– ごみのポイ捨て

公共空間の適切な維持・
管理の重要性を説明
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• 管理の行き届かない乱雑
で魅力が低い地域
＝人々の関心が払われな
い場所
＝犯罪や秩序違反が許容
される場所
という印象を与える
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領域性の強化

住民による美化活動の副次的効果

清掃や花育て→自然監視性の向上
• 地域で環境美化を行う人々の目の存在

• 美しい公共空間は住民の外出を促進

花咲爺会（沖縄県北中城村）

参加者への好影響
• 地域への関心、責任感の向上

• 青少年による犯罪･非行の防止
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けやきの公園（板橋区）
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防犯まちづくりとは

ながら見守りのすすめ

住まいの防犯を考える
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平成30年６月22日 登下校時の子供
の安全確保に関する関係閣僚会議
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登下校防犯プランの背景・問題認識

 2018年５月、新潟市で下校途中の女児殺害事件が発生
→ 「登下校時の子供の安全確保に関する関係閣僚会議」開催
→ 「登下校防犯プラン」として対策を取りまとめ
• 警察庁・文科省を中心に関係省庁*の協力を得て推進・検証

（* 国交省・厚労省・内閣府・総務省）

 過去５年、道路上における身体犯の被害件数は減少
⇔ 13歳未満の子どもに限定すると横ばい
• 登下校時、特に15時から18時の下校時間帯に集中

 「地域の目」の減少
• 既存の防犯ボランティアが高齢化し担い手が不足

• 共働き家庭の増加に伴い、保護者による見守りも困難に

 下校・帰宅の在り方の多様化
→  「１人区間」等の「見守りの空白地帯」が発生
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登下校防犯プラン

多様な担い手による見守りの活性化

活動例

• ウォーキング、ジョギング、買物、
犬の散歩、花の水やり等を行う際の
「ながら見守り」

• 企業によるCSR活動の一環として、日
常の事業活動中の「ながら見守り」

• 自動車運送業者等による「ながら見
守り」、ドラレコの搭載等

• 全国地域安全運動（10/11-20）におけ
る「ながら見守り」等の推奨
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「１人区間」等の「見
守りの空白地帯」を埋
めるためには、個人の
負担が小さい形で、見
守りの担い手の裾野を
広げる必要

→ 多様な世代や事業者
が日常活動の機会に気
軽に実施できる「なが
ら見守り」等の推進
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見守り
フラワーポット

大作戦
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愛知県安城市
2009年12月
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見守りフラワーポット大作戦

花づくりを通じた防犯の成果

• 気軽で楽しい活動として、
従来の防犯活動に参加経験がない住民が参加
→参加者の裾野の広がり（活動の選択肢拡大）

• 公共空間を見守ることのできる場所に設置され、
主に登校時の見守りに寄与
→自然監視性の向上
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• 地域のコミュニケーションの増
加により、参加者の帰属意識や
防犯意識が向上
→領域性の強化

• 地域と子どもの顔見知りの関係
構築も（子どもによる活動名の認知、
設置宅位置の認知）
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ジョギングパトロール（ジョグパト）

• 対象地域：つくば市全域
（総延長43kmの歩行者専用道路周辺が重点地区）

• 対象者：ジョギングやウォーキング等を日課とする方

• 目的：子どもや女性を対象とした犯罪等の予防／市民の
犯罪不安の低減を図ること／市民の防犯意識の高揚と防
犯活動への関心を醸成すること

• 2014年9月11日募集/運用開始

茨城県警察、県･地区防犯協会、筑波大学、つくば市
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ジョグパト

従来型のパトロールとの比較

従来型 ジョグパト

活動単位 グループ 個人

時間帯 既定 任意

場所 既定/自由 自由(神出鬼没)
目的 防犯 ジョギング等 + 防犯

服装 ジャンパー、赤色灯、タスキ等 ビブス

属性 年配の男性中心 男女問わず大学生～年配の方

集中型 分散型
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ジョグパト

参加者の属性

• 年代は40代, 30代, 50代
の順に多い

• 職業は勤め人が多い
→一般的な防犯活動を
行う層以外が参加

（2018年7月14日699名時点）

20代
12%

30代
18%

40代
28%

50代
18%

60代
12%

70代-
12%

学生
7%

自営業
6%

勤め人
57%

パート
6%

主婦
11%

無職
11%

その他
2%

年代 職業
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ある
21%

ない
79%

防犯活動経験

• これまでに防犯活動経
験がない方が約8割
→ジョグパトのねらい
通り新規活動層の取り
込みに成功
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東京都足立区の取組

• 2008年にビューティフル・
ウィンドウズ運動を開始
– 割れ窓理論を応用

– 「美しいまちは安全なまち」

• 様々な防犯施策を展開
– 防犯設計タウン

– 防犯まちづくり推進地区制度

– 安全安心ステーション設置
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jiji.com
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• 2020年9月募集開始、5,700人以上が参加（2026年3月時点）

• 40代が約3割。コロナ禍で”３密”を避けた活動として増加

• 不法投棄、違法広告、器物破損の情報提供も
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By local companies
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自主防犯団体の参加者との比較
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ながら見守り
205人の軌跡

(2022年10,11月の2週間)

香嶋愛美・雨宮護・樋野公宏「時空間データにみる新たな地域防犯活動としての 「ながら見守り」
の特性、都市計画論文集 59 (3), 547-554, 2024年.（以降7枚同じ）
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住宅地

公園

学校

公共施設

足立区のながら見守り

活動種別にみた滞在地点の傾向

散歩

犬の散歩

通勤通学

ジョギング

子ども送迎

日常業務 道路清掃

散歩

犬の散歩

公園管理
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間接的な防犯活動と
ハードの環境整備も
含むことが条件

防犯まちづくり推進地区
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特殊詐欺対策にもながら見守り（長野県）

孤立させない地域づくりの推進

• 自治体、民生児童委員、自治会、郵便局
、宅配業者などが連携し、異変を察知し
たら、自治体に連絡できる体制(しあわ
せ信州見守り活動*)の構築

• シニア大学等の既存プラットホームを活
用し、繋がりのある場所において「詐欺
対策」の話題の提供

• 詐欺の前兆事案に遭遇した場合に「こん
なことがあった、騙されそうになった」
と気軽に相談・共有できる家族や地域住
民との「つながり」づくりを推進

* 日常業務において高齢者宅への訪問や、地域を巡回
する機会が多い民間事業者等による見守り活動

34



Kimihiro Hino (UTokyo)35

2026年3月
住宅リフォーム推進協議会より発行
協力：
国土交通省住宅局住宅生産課
警察庁生活安全局生活安全企画課

住まいの防犯を
考える
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地域における安全安心/防犯まちづくり

1. 自然監視性と領域性を高める防犯まちづくり

2. 日常活動に防犯の視点を加えるながら見守り
– 美化活動、花づくり、ジョギングなどをしながら

– 活動の多様化により広範な時間と空間を見守る

3. 住まいの防犯を地域で考える
– 地域の領域性を高め、異変に気づきやすく

– 防犯性と合わせて、他の住宅性能を高める
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• まちづくりのテーマは景観、環境、地域活性化など
多岐にわたり、防犯はそのひとつに過ぎません。

• 総合的な視野を欠いて防犯だけを突き詰めても、
必ずしも良いまちづくりは実現しません。

• 防犯活動に他のテーマを加味すること、逆に、
他のテーマの活動に防犯的な意味合いを持たせること重要です。

2012年頃、東京都刊行物における樋野コメントより
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